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(57)【要約】
【課題】レフィル容器の付け替え作業方法が一目で判断
できるような容易に理解可能であり、その付け替え作業
も簡単な操作で実行できる付け替え容器を提供すること
である。
【解決手段】外容器２は外容器底部２２の中央部に底部
開口２３を有し、内容器３は内周壁部３１の下部内面に
連動部材３５を有し、連動部材３５が、内周壁部３１の
内側に向けて延設し、レフィル容器４はレフィル底部４
２の外面から連結片４４を垂下設し、ロックダイヤル５
は底部開口２３に収まる底板部５１に摘み部５２を有し
、底板部５１から連設される円盤部５３に、連動部材３
５を外側に押し広げる外側に拡径した膨出部５４を設け
ている付け替え容器。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物を収容するレフィル容器（４）と、該レフィル容器を収納する内容器（３）と、
該内容器（３）と組み付き外装容器となる外容器（２）と、該レフィル容器（４）と該内
容器（３）を嵌合させたり嵌合を解除したりするロックダイヤル（５）とを備えた付け替
え容器であって、
　該外容器（２）は、外容器底部（２２）の中央部に底部開口（２３）を有し、
　該内容器（３）は、内周壁部（３１）の下部内面に連動部材（３５）を有し、該連動部
材（３５）が、該内周壁部（３１）の内側に向けて延設し、
　該レフィル容器（４）は、レフィル底部（４２）の外面から連結片（４４）を垂下設し
、
　該ロックダイヤル（５）は、該底部開口（２３）に収まる底板部（５１）に摘み部（５
２）を有し、該底板部（５１）から連設される円盤部（５３）に、該連動部材（３５）を
外側に押し広げる外側に拡径した膨出部（５４）を設けている
ことを特徴とする付け替え容器。
【請求項２】
　前記底部開口（２３）は、全周を９０度毎に小径部（２３ａ）と大径部（２３ｂ）をそ
れぞれ一対配設しており、
　前記摘み部（５２）の直線状に延設された両端部の先端部（５２ａ、５２ａ）間の長さ
が、該小径部（２３ａ）の直径より長く、該大径部（２３ｂ）の直径より短い請求項１に
記載の付け替え容器。
【請求項３】
　前記大径部（２３ｂ）の両端部近傍に、それぞれ乗り越えリブ（２３ｃ、２３ｃ）を設
けている請求項１又は２に記載の付け替え容器。
【請求項４】
　前記円盤部（５３）が、前記外容器底部（２２）の接地部（２２ａ）から容器内部に窪
んだ底壁部（２２ｂ）と前記内周壁部（３１）の下部内面の中央部の内容器底壁（３６）
の間に挟まれた空間に位置している請求項１～３のいずれかに記載の付け替え容器。
【請求項５】
　前記連動部材（３５）は、該内周壁部の内側に向けて基部（３５ａ）を延設し、該基部
（３５ａ）の中央部からは係止部材（３５ｂ）が起立設し、該係止部材（３５ｂ）の上部
内面に係止手段（３５ｃ）を突設しており、
　前記連結片（４４）の下方外周全面に、該係止手段（３５ｃ）と係止する突起部（４４
ａ）を突設している請求項１～４のいずれかに記載の付け替え容器。
【請求項６】
　前記連動部材（３５）を内周壁部の下部内面の左右対称状に向かい合う位置に一対設け
ている請求項１～５のいずれかに記載の付け替え容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レフィル容器を付け替え自在な付け替え容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、クリーム等の内容物が収容される内容器と、該内容器を付け替え自在に収納
する外容器と、を備える付け替え容器が知られている。このような内容器は、外容器に対
して出し入れ可能なレフィル容器であり、消費者によって外容器内に収納された内容器を
取り外して新たな内容器に交換することで、外容器の再利用が図られる。
【０００３】
　内容器（レフィル容器）の取り外し時にレフィル容器の口元を掴み引き上げることで、
外容器から取り外す機能のものが存在するが、レフィル容器の口元が低く掴みづらい等の
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付け替え作業がスムーズに行えない不便さがあった。そのため、外容器の本体容器の壁面
の一部に切り欠き部を設け、レフィル容器を掴み易くしたり、コインや上蓋等の別体品を
使用してレフィル容器を押し上げて付け替える方法が開示されている（例えば、特許文献
１）。しかしながら、レフィル容器の付け替え作業のやり難さや、その作業方法は一見し
ただけでは理解し難いものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－５７３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記した従来技術における問題点を解消することであり、レフィル容
器の付け替え作業方法が一目で判断できるような容易に理解可能であり、その付け替え作
業も簡単な操作で実行できる付け替え容器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の主たる構成は、
　内容物を収容するレフィル容器と、該レフィル容器を収納する内容器と、該内容器と組
み付き外装容器となる外容器と、該レフィル容器と該内容器を嵌合させたり嵌合を解除し
たりするロックダイヤルとを備えた付け替え容器であって、
　該外容器は、外容器底部の中央部に底部開口を有し、
　該内容器は、内周壁部の下部内面に連動部材を有し、該連動部材が、該内周壁部の内側
に向けて基部を延設し、
　該レフィル容器は、レフィル底部の外面から連結片を垂下設し、
　該ロックダイヤルは、該底部開口に収まる底板部に摘み部を有し、該底板部から連設さ
れる円盤部に、該連動部材を外側に押し広げる外側に拡径した膨出部を設けていることを
特徴とする。
【０００７】
　上記主たる構成からなる付け替え容器では、付け替え作業を付け替え容器底部のロック
ダイヤルの簡単な回動操作のみで達成することができ、その付け替え作業方法は容易に理
解可能である。
【０００８】
　また、本発明の他の構成は、底部開口は全周を９０度毎に小径部と大径部をそれぞれ一
対配設しており、前記摘み部の直線状に延設された両端部の先端部間の長さが、該小径部
の直径より長く、該大径部の直径より短いものである。
【０００９】
　摘み部の先端部間の長さ、つまり摘み部の全長を、小径部の直径より長く、かつ大径部
の直径より短くしたことによって、摘み部は大径部だけで摺動可能となり、ロックダイヤ
ルの回動範囲を限定させ、回動動作を行い易くすることができる。
【００１０】
　また、本発明の他の構成は、前記大径部の両端部近傍にそれぞれ乗り越えリブを設けて
いるものである。
【００１１】
　大径部の両端部近傍に乗り越えリブを設けることによって、レフィル容器と内容器を嵌
合させたり嵌合を解除する操作時に、クリック感を与え操作が完了したことを知らせるこ
とができる。また、乗り越えリブによりロックダイヤルが外容器に固定状態となるため、
利用者は摘み部の先端部が示す位置でロック状態か解除状態かを判別することが可能とな
る。
【００１２】
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　更に、本発明の他の構成は、前記円盤部が前記外容器底部の接地部から容器内部に窪ん
だ底壁部と前記内周壁部の下部内面の中央部の内容器底壁の間に挟まれた空間に位置して
いるものである。
【００１３】
　円盤部が、外容器底部の底壁部と内容器底壁の間に挟まれた空間にあるため、ロックダ
イヤル回動時にロックダイヤルのガタツキを抑制することができ、スムーズに回動操作を
実施することができる。
【００１４】
　また更に、本発明の他の構成は、連動部材が内周壁部の内側に向けて基部を延設し、該
基部の中央部からは係止部材が起立設し、該係止部材の上部内面に係止手段を突設してお
り、前記連結片の下方外周全面に、該係止手段と係止する突起部を突設しているものであ
る。
【００１５】
　内容器の係止手段と、レフィル容器の突起部がアンダーカット状に係止することによっ
て、内容器とレフィル容器が嵌合することができる。
【００１６】
　また、本発明の他の構成は、連動部材を内周壁部の下部内面の左右対称状に向かい合う
位置に一対設けているものである。
【００１７】
　連動部材を左右一対に設けることによって、内容器とレフィル容器が確実に嵌合され、
レフィル容器がより確実に固定状態とすることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、上記した構成となっているので、以下に示す効果を奏する。
　本発明の主たる構成においては、レフィル容器の付け替え作業方法が一目で判断できる
ような容易に理解可能であり、その付け替え作業も付け替え容器底部のロックダイヤルの
簡単な回動操作のみで達成することができる。
　また、本発明の構成においては、摘み部の先端部間の長さを大径部だけで摺動可能とす
ることで、ロックダイヤルの回動範囲を限定させ、付け替え作業時の回動動作を行い易く
することができる。
　また、本発明の構成においては、乗り越えリブによりロックダイヤルが固定状態となり
、利用者は摘み部の先端部が示す位置でロック状態か解除状態かを判別できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の付け替え容器の正面半縦断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線での横断面図である。
【図３】付け替え容器がロック状態での底面図である。
【図４】付け替え容器が解除状態での正面半縦断面図である。
【図５】図４のＢ－Ｂ線での横断面図である。
【図６】付け替え容器が解除状態での底面図である。
【図７】レフィル容器を交換する際の正面半縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ説明する。
【００２１】
　図１に示すように、本発明に係る付け替え容器１は、クリーム等の内容物を収容したレ
フィル容器４と、そのレフィル容器４を収納可能な内容器３と、付け替え容器１の外装容
器となる外容器２と、レフィル容器４と内容器３を嵌合させたり嵌合を解除したりするロ
ックダイヤル５と、内容器３にネジ嵌合しレフィル容器４の開口部を覆うキャップ６と、
内容器３にキャップ６を組み付けた際に気密性を高めるパッキン７と、を備える構成とな
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っている。
【００２２】
　外容器２は、付け替え容器１の外装容器であり、略円筒形状の外周壁部２１と、その外
周壁部２１の下側部分に設けられた外容器底部２２と、を備えている。外容器底部２２は
、円環状の接地部２２ａと、接地部２２ａから容器内部に窪んだ底壁部２２ｂからなり、
底壁部２２ｂの中央部には略円状の底部開口２３が設けられている。底部開口２３は、小
径部２３ａと大径部２３ｂがそれぞれ一対配設となるように、底部開口２３の全周を１／
４に分けた角度９０度毎に形成され、大径部２３ｂの両端部近傍には乗り越えリブ２３ｃ
、２３ｃが設けられている（図３参照）。外周壁部２１の上部内面全周には、外容器側係
止凹部２４が設けられている。
【００２３】
　内容器３は、内周壁部３１を介して外鍔状のフランジ部３２を設けており、フランジ部
３２は外容器２の外周壁上端部２１ａに載置する。このフランジ部３２から支持片３３が
垂下設され、支持片３３の外周面全周には外容器側係止凹部２４に係止する内容器側係止
凸部３３ａが突設している。内周壁部３１の上部外周面には雄ネジ部３４が刻設されてい
る。内周壁部３１の下部内面には左右対称状に向かい合う位置に一対の連動部材３５、３
５を設け、中央部には内容器底壁３６が設けられている。連動部材３５は、内周壁部３１
の内側に向けて基部３５ａが延設し、基部３５ａの中央部からは係止部材３５ｂが起立設
し、この係止部材３５ｂの上部内面には係止手段３５ｃが突設している。
【００２４】
　レフィル容器４は、略円筒形状のレフィル周壁部４１と、そのレフィル周壁部４１の下
側部分に設けられたレフィル底部４２とを有し、レフィル周壁部４１の上端部からは外鍔
状のレフィルフランジ部４３を設けている。レフィル底部４２の外面から連結片４４が全
周に亘り垂下設され、連結片４４の下方外周全面には突起部４４ａが突設している。
【００２５】
　ロックダイヤル５は、底部開口２３に収まる略円状の底板部５１と、底板部５１から段
差部を介して連設される円盤部５３を備えている。底板部５１から下方にロックダイヤル
５を回動させる際に指先を掛ける摘み部５２が垂下設されている。摘み部５２は底板部５
１の直径方向にて直線状に延設しており、その両端部の先端部５２ａ、５２ａ間の長さは
、小径部２３ａの直径より長く、底部開口２３の大径部２３ｂの直径より僅かに短いため
、先端部５２ａは大径部２３ｂを摺動する。円盤部５３は、摘み部５２の先端部５２ａ、
５２ａがある方向に外側に拡径した膨出部５４、５４を形成している。円盤部５３は、外
容器２の底壁部２２ｂと内容器３の内容器底壁３６の間に挟まれた空間に位置しているた
め、ロックダイヤル５の回動時にロックダイヤル５のガタツキを抑制することができ、ス
ムーズな回動操作を行える。
【００２６】
　キャップ６は、内容器３の雄ネジ部３４にネジ嵌合する有頂筒状のオーバーキャップ体
であり、円盤状の天壁部６１と、天壁部６１の端縁から垂下された円筒形状の周壁部６２
と、を備えている。周壁部６２の内周面には、雄ネジ部３４にネジ嵌合する雌ネジ部６３
が形成されている。また、キャップ６の内側には、円盤状のパッキン７が嵌合されている
。このパッキン７は、キャップ６の天壁部６１の下面に接合されており、パッキン７の外
周部が、天壁部６１の下面とレフィルフランジ部４３の上面との間に挟み込まれてシール
され、付け替え容器１は密封される。
【００２７】
　次に、このように構成された付け替え容器１の作用について説明する。
　内容器３に収容されているレフィル容器４内の内容物が無くなった時に、新たなレフィ
ル容器４に付け替える際は、まず初めに図１に示される内容器３に被着されているキャッ
プ６を取り外す。キャップ６を取り外した際にパッキン７も共に取り外される。
【００２８】
　この状態ではレフィル容器４が内容器３に収まり、ロックダイヤル５が図２や図３に示
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されるロック状態なため、係止手段３５ｃが突起部４４ａにアンダーカット状に嵌合して
おり、レフィル容器４は内容器３に固定されている。
【００２９】
　次に、内容器３からレフィル容器４を取り外すために、摘み部５２を指先で摘みロック
ダイヤル５を回動させると、先端部５２ａがＬＯＣＫ位置側の乗り越えリブ２３ｃを乗り
越し、大径部２３ｂを摺動し、ＯＰＥＮ位置側の乗り越えリブ２３ｃに向かう。ロックダ
イヤル５の回動によって、図４及び図５に示される様に、円盤部５３の膨出部５４が連動
部材３５の基部３５ａを徐々に外側に押し広げながら基部３５ａを内周壁部３１側に撓ま
せることで、連動部材３５の中央部の係止部材３５ｂは外側に押し広げられる。図６に示
される様に、ロックダイヤル５の先端部５２ａがＯＰＥＮ位置側の乗り越えリブ２３ｃを
乗り越してロックダイヤル５が係止状態となると、係止部材３５ｂが膨出部５４により外
側に押し広げられたことで、係止手段３５ｃと突起部４４ａとの嵌合が解除される。
【００３０】
　係止手段３５ｃと突起部４４ａの嵌合が解除されたことによってレフィル容器４が抜き
取り自在となり、レフィルフランジ部４３などを指先で摘み、図７に示される様に、上方
に引き上げることで内容器３からレフィル容器４が取り外される。その後、新たなレフィ
ル容器４を内容器３内に挿入し、ロックダイヤル５を回動させ、先端部５２ａがＬＯＣＫ
位置側の乗り越えリブ２３ｃを乗り越してロックダイヤル５が係止状態となると、係止手
段３５ｃと突起部４４ａが嵌合され、レフィル容器４は内容器３に固定される。
【００３１】
　このように本発明においては、ロック時よりも嵌合解除時の力を多く必要とする、つま
り嵌合解除時に連動部材３５を膨出部５４によって外側に押し広げるために力を大きく掛
けるようにしたことによって、運搬時のカバン中や意図しない嵌合解除を防止することが
可能である。
【００３２】
　以上、実施例に沿って本発明の構成とその作用効果について説明したが、本発明の実施
の形態は上記実施形態に限定されるものではない。
　例えば上記実施形態では、外容器２と内容器３を外容器側係止凹部２４と内容器側係止
凸部３３ａにより係止させているが、その係止方法は限定されるものではなく、例えばネ
ジ嵌合としても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　以上説明したように、本発明は、付け替え容器の底部に位置するロックダイヤルの簡単
な回動操作のみでレフィル容器の付け替え作業が行え、その付け替え方法は容易に理解で
きるため、付け替え容器の分野における用途展開をさらに広い領域で図ることができる。
【符号の説明】
【００３４】
１　　；付け替え容器
２　　；外容器
３　　；内容器
４　　；レフィル容器
５　　；ロックダイヤル
６　　；キャップ
７　　；パッキン
２１　；外周壁部
２１ａ；外周壁上端部
２２　；外容器底部
２２ａ；接地部
２２ｂ；底壁部
２３　；底部開口
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２３ａ；小径部
２３ｂ；大径部
２３ｃ；乗り越えリブ
２４　；外容器側係止凹部
３１　；内周壁部
３２　；内容器フランジ部
３３　；支持片
３３ａ；内容器側係止凸部
３４　；雄ネジ部
３５　；連動部材
３５ａ；基部
３５ｂ；係止部材
３５ｃ；係止手段
３６　：内容器底壁
４１　；レフィル周壁部
４２　；レフィル底部
４３　；レフィルフランジ部
４４　；連結片
４４ａ；突起部
５１　；底板部
５２　；摘み部
５２ａ；先端部
５３　；円盤部
５４；膨出部
６１　；天壁部
６２　；周壁部
６３　；雌ネジ部
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